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Abstract 慶應義塾大学体育研究所では2021年度よりスポーツサイエンス構想という名目で、体育会及びス

ポーツ医学研究センター、そして他キャンパスに所属するスポーツに関する研究・教育を行う教
員・学生を有機的に結びつけ、慶應義塾におけるスポーツの研究・教育の中心となるべく環境を
整えることとなった。そこで本研究では、体育研究所に所属する教員でスポーツサイエンス構想
の中核となるグループを構成し、体育会部員の安全性向上(マウスガード利用の実態調査)及び競技
力向上(体組成及び心理測定を通じた競技力のシーズン変化)の研究推進を目的とした。
研究内容を大きく二つに分けた。一つは体育会部員のマウスガード利用の実態調査である。口腔
部周辺における受傷防止を目的としたマウスガードの利用が、体育会部員に対してどの程度浸透
しているかについて、競技別に調査を実施した。二つ目は体育会部員の競技力向上の研究である
。体育会部員(野球部及び剣道部)の体組成及び瞬発力を継続的に調査し、そのシーズン中の変化を
調べ、競技パフォーマンスとの関連について調査を実施した。また同様に、個人種目の体育会部
員 (水泳部競泳部門)の心理状態の変化を継続的に調査し、競技パフォーマンスとの関連を調べ、
競技力向上のための基礎資料とした。
体育会部員の安全性向上は、大学スポーツの最重要課題である。体育会部員の競技力向上に関し
ては、各競技部の指導スタッフが日々指導しているが、体組成や瞬発力、心理状態の変化は、測
定に設備や技術が必要となるため、主に国際大会に出場するようなトップレベルの選手のみを対
象に調査研究が進められてきた。しかしながら今回、対象を大学生に広げたことで、これらの変
化と学生生活との関連等について明らかにし、大学スポーツの質の向上に繋がるものと考えられ
る。
The Keio University Institute of Physical Education connects the sports association, the Sports
Medical Research Center, and the faculty members who conduct research and education on sports
belonging to other campuses from 2021. It was decided to prepare the environment as much as
possible to become the center of sports research and education. Therefore, in this study, faculty
members belonging to the Institute of Physical Education form a group that is the core of the sports
science concept, and improve the safety of the university players and improve competitiveness
(body composition and psychological research).
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１．研究成果実績の概要

　慶應義塾大学体育研究所では 2021 年度よりスポーツサイエンス構想という名目で、体育会及びスポーツ医学研究センター、そして
他キャンパスに所属するスポーツに関する研究・教育を行う教員・学生を有機的に結びつけ、慶應義塾におけるスポーツの研究・教育
の中心となるべく環境を整えることとなった。そこで本研究では、体育研究所に所属する教員でスポーツサイエンス構想の中核となるグ
ループを構成し、体育会部員の安全性向上(マウスガード利用の実態調査)及び競技力向上(体組成及び心理測定を通じた競技力のシ
ーズン変化)の研究推進を目的とした。
　研究内容を大きく二つに分けた。一つは体育会部員のマウスガード利用の実態調査である。口腔部周辺における受傷防止を目的と
したマウスガードの利用が、体育会部員に対してどの程度浸透しているかについて、競技別に調査を実施した。二つ目は体育会部員
の競技力向上の研究である。体育会部員(野球部及び剣道部)の体組成及び瞬発力を継続的に調査し、そのシーズン中の変化を調
べ、競技パフォーマンスとの関連について調査を実施した。また同様に、個人種目の体育会部員 (水泳部競泳部門)の心理状態の変化
を継続的に調査し、競技パフォーマンスとの関連を調べ、競技力向上のための基礎資料とした。
　体育会部員の安全性向上は、大学スポーツの最重要課題である。体育会部員の競技力向上に関しては、各競技部の指導スタッフが
日々指導しているが、体組成や瞬発力、心理状態の変化は、測定に設備や技術が必要となるため、 主に国際大会に出場するようなト
ップレベルの選手のみを対象に調査研究が進められてきた。しかしながら今回、対象を大学生に広げたことで、これらの変化と学生生
活との関連等について明らかにし、大学スポーツの質の向上に繋がるものと考えられる。

２．研究成果実績の概要（英訳）

The Keio University Institute of Physical Education connects the sports association, the Sports Medical Research Center, and the
faculty members who conduct research and education on sports belonging to other campuses from 2021. It was decided to prepare
the environment as much as possible to become the center of sports research and education. Therefore, in this study, faculty
members belonging to the Institute of Physical Education form a group that is the core of the sports science concept, and improve
the safety of the university players and improve competitiveness (body composition and psychological research).
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